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新生活運動とある女性の葛藤
一生活の合理化と地域から求められる役割-
The Co目白ictsof an Extension Worker from the Life Improvement Movement 
尾，H] 香織
OMAGARI Kaori 
Abstract 
Thc Movemcnt 1'or HOlllc Living Il1provemcnl slarlcl after lhc Worlcl War 1， prol1lolcd by the 
Japancse governmenl. lt was supportcd by W()!lei1 who lived in agricultural cO!ll!llunities in Japan. 
The governmcnl cxpccled lhal WOlllen occupying high pOSiliollS in hierarじhyplaycd thc role 01' 
Icaclcrs in lhe vill込山~S. An exalllplc 01、lheirlask was 10じhangcolc! Ilanncrs and ClSlollS， and lo livc 
a r~11ional lirc. For inslanじC、asIlcm bcrs 01、thcwomcn's organizalion， they lriecl to changc 
じじrelllonial()じcas10n呂、 such as wcdding仁ercl1lonies.Howevcr， SOJl1e Cl1Sl0l1lS were dilTicull to 
じhange、spcciallythc cxじhangc01、girtswilh lhe日on-in-Iaw'sJallily. The villagers lhought thm lhosc 
oC high hierarchy should perl、OrI1la ccrelllony with Ilore cxccllency than 1・equircc!.ln lhis anicle， 1 
investigated lhe c出e01' a wOl1an and her daughtcr who were in sLlch dif1icult posilion 
As a result 01' l1ly investigalion， whi仁hwas bascd on inlerviews and the analysis of records 
abou1 1hc gi n cxchangc、1llndcrstood lhe following. Except for cerelllonics prohibited by the 
acllllinis1ration、thiswomiln excculcd )uxurious)y both the weeding ccrclllony 01' her claughter and the 
granclchild's cclebratiol1 01' gro¥¥'th. In other ¥¥'ords， J1lorc than playing the role desirccl by thc 
gOVCI1llcnt， she i1じtcdaccorclingly 10 the expe仁l乱tIons01、thevi llagers 
Kcy Worcls : MovemC111 !、orhome living improvcment， Rational lire弓 Ccretl10nial 0亡亡aS1011S令
W01l1cn's 01日札口izations‘Socinlclass 
キーワード:生活改善運動、合耳目的な生活、冠婚葬祭、婦人団体、地域の l~f;TJ百
j はじめに
人々の生活を何かしらの意図を持って規制する勤きは、これまで少なからず存在した。本稿で
は、その動きに該当する第二次位界大戦後に行われた生活改善普及事業および新生活運動が展開
した時期Jを対象とする。そして地域の女性たちに[合理的な生活Jを指導する役割を担った女性
にをあてる。 彼女ーたちを通し、次の 2点に注目したい口 ]点目は、当時の活動や、それに伴
い求められた役割がどのように受け入れられたか、という点である。もう 1 点は、彼女が I:~I 分の
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表 1 I({手lJj0J以降の生活改諸活拐の時期分知
生活改器事業がS汁Qの指訴のちと農業改良普及事業の一誌として開始された G 戦議
昭和23年"-'の脱押した農出漁村の生活投物的髄語と民主的・近代的・合器B'~ ・科学的といっ
昭和40年ころ |ヌyすの変革をめざすちので、都罰的・猷米的な生活様式をめさし、「変えなくてはなち
ないJ話畿として位置づけられてし
高度経済成長期、その終罵にいたる 1寺朋で、終戦議後の目的、
昭和40年~
れ、地域や文化iこ荻でその議野を拡大した。これまでの「農林漁家jとい
昭和期の終わり
の対象が 1-;宮山漁村jという地域社会を視野{こ、 f農家主Ej活改護j力、ら
とその名称ち変わった。また、まえなくてはならなしリ持芸誌がう「喜らしの中から字
第三期 平成以韓
日FiH:之売
一方、
なか
できたc つ
会号、
見)Jの終わり
;ぎなくてはならなしリ対象へと大きく変わっ立。
これまでの生活設善活動の成果がく明らかになっ、とく ζ撰11漁村女性の遣をが自
に見えて向上した。生活改善実行グル…ブがっくりだ
がり、ここを通心てJ濃度加工などの経済活動が燦j認し、地域社会に確器と
なり、社会北した。ごの活動から多くの女性会議家がまれ、さら
共鍔多菌の地域社会審議の混成と生活環境の読点ち加えてj法産物謹売所註 fi白産itJ2;尚j
農UJ漁村の地域活性化に多く藁献しだ
けるい[:-計ゴ支持j とはなんだったのかiょう刊;成
えることに耳元
に1:i.，Jわったわけでは
かった。これまでの
行うことが
を対
を与えたかを明らかにす
うに反応し受け入れたのか、あるい
し合法的な
でいた。また、 11比では1也J或内で
どの主1識の長として選ばれる{頃1つがあっ、 1比で
し、 i調査対象i告とした。
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したj志73で、ある された別rlJであろう c
GHQの
は、各市町村の婦人間体を中心にl民間された日(昭和23)年には
され、それによればリユ下の婦人j苛イ本
れる(持i号iiiiI394:
下全289111J村の
このう
れていた。 liuti麦
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J こ1-~わる民主 j切な j鳴り主婦人会が組織され、 1 (1昭和20)
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としで in~l計rll日お;入 iijiltj が交され、 1949 (i昭和年には rD;~ 
119 
Arci1 Swdies T'lIkuba 37 . 115-129、2016
120 
改称された。
649ω651)。日
弁市町村などのより/トさし
いて
11.庵原郡におげる生活改善諸活動
ム
る。 これは 1:=1よと
が、
ょう
し、
1916 : 
A 
したの培、
は、
もの
?こ技:
ら1952
] ~j94 : 
らの IJ手びかけのも〕、
がなされたが、この J~~( に
I:;{ 1比〉と
対
の
よくmJかれ
るので、 1I上七から熔を支う分にはいい
にIUさないほうがよい、という立1:1去であるむ iJltはその
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しての
なった。
中央部にf立;註し、 ]91 の1守点で91 あっ、 IJ:Iが2191f1r余りあ
るのに対し、対立はある になり、
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その当Ií~f婦人会の長を務めたのは比較的裕前な家の主婦
であったことから、地域内の断層についてもここでi'iJ，ji!i
に触れたい。前ト同県の各地岐において、オーヤと 1子ばれ
る家が存在する伊Ijが散凡される。地プ了ではオーヤと
l呼ばれる家は、集出1)すで有力な家とされる(W111河県
1989)口またj主nt也方特に北では村の1:=1心的な家をt日
す似1(1jがある。そして木杭のi制翌日也も)再する括支yiリ地方で
は、古くからその土地に暮らし、分家を1¥すような 1:-1家
のことをオーヤと l呼んでいる (1弥同県 1993)0F!:i比でも
同械に、オーヤと呼ばれる特定の家が存柏二する。例え
ば、東111寺集許のオーヤは集落の消 i坊 I)~(( で利川する消IVJ
ポンプを私j討を投じて購入し、イ寸した。 ILi比IlJ史によ
れば、入LU集務では庄屋の家に生まれた出月半平が
1872 (明治 4)年にiJ:1比から京LU寺、入山集落、そして
内玩村(羽山士宮T!:iI)S房)を経てI'NIへと主る街道を改
修した(iU l:t IlJ ] 989)。このl際、 j出場;の村々から集めた
500I!1日のほか望月辛子が私!日を投じた。彼の事績は、後
;}~ 2 IU 11:じ1]'の出産物および生jifiU-'I見
品目
柑橘
?
?
???
桜海老 78，000 
un 19Hi (大1:5 )年の品山県
ぉ:) )M)Jj[~:'J の出産物および~j:J(知~..~Ti
品目 l 生産額(円)
*a 
5，986 
(注) 191(j (大'1:5) 1二の付;県
に1iWを起て顕彰されている。 集協において向いi特層にある家の者が集落のために、おそらく自分
の家のできる従向で、広く人のためになるような援助をすることがあったようである。
2. 庵原郡の生活改善諸活動
ここで、はMl)JI11'liの生活故苦諸活動について説明した¥.， io
で、行問~誌における生活改善諸活動には半IHig(思想の影響があることを示したが、比五五1i'l1では
1878 (明治11)年版原村に「駿河東半IH1志社」がおi;社された。これに)討する集許やIJ1:;1' i土佐で結
成された宇IHJ~~:ìli社が]977(11百平1152)年度で151Jあり、そのほとんどがM:tHHUI日に属していた。なお、
Aの母親である Bの生まれ育った Yにも存在した。このうち特に杉山幸u他社は1905(明治38)
年に地方改良事業で仮良椋飽村として表彰された賀茂~)I)稲ll}( 1:~ の村長であり、指導者でもあった
11寸又717が学んだJ:;tjーでもあった。)訂版ut!)にはこうした報徳思想の素地があったのである。経済1)2
~1::Jlli動が始まると、 )M)H1~1日小品村は農林省の助成計fl!_ïi に対応して杭済史生計画を樹立していた村
として表され、}むU;(村のl坊に位置するj古原1t日出汚1)1寸は、 1936(昭和11)年に特別問(J)J<，村とし
て指定を受けた。こういった形で表彩された、あるいは指定村は崎原Jl/17'jでも比較的凶側の地域
が多く、管見の限り山比が指定されたという事例はなし、ょうである。しかしながら、より時代は
ドるものの、 /1:/比でも生活改善諮問動への取り組みは雌実に存在したのである口
1:1比での1952(1昭和27)年以降の生活改善訪活動に関わる劫きを 11:1比1Ij'報jの記事からみ
ていく。 1/:11比 I lI r(:I~J は I l.: j JJ_ 1 比 11I r で 1952年から JJI 比!IIJ公民的が何万 1 11発行していた広制誌であ
る。]982 (1昭和57)年に発行された記事まで、が1I比1IJ五三副|りj災i叫により布引
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切りに、 1955(1託手1130)年には男女とも向じよ衣
りみ始めた。翌1956(1昭和31)1ミに立にてお右liい
1960 (1吉宗135)年にはすっかり定訴したようである c
いサイズが340lT1 、その←|マのサイズ、が330P-J 、一一読小さいサイズが~320f:rJ
にこの上交を話せたか、あるいは実家から工{っ t:_J!y_を話せた
)とであったが、七三の己主ミラに~i引lf~1'1すにl収1)~dlんだの
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しているものの、すぐにはわからないような賠才子i見
うH:z
、
?
? ↓ 」
ー ???，?
??
」
:li三む
しミとし¥う
った
とのつきあいで求められ
とやのように1')じえていたか
之む}
としないが、少なくとも Aの封ら
Jt 
って不在日;をみらわ
するようなかた を 4才ることはなβ、ったの》ごみ
v.おわりに
し、娘に取っゑJlみ、J:ilJ:式社会で、リーダ-(与な役を栄たした
という人主のう潔{こ発現し7ニ、
を1今し¥たが)iJ_ l= との1mによ!tじるずれをどのような して
の 'fl~ f;~~fL刀、 *t'j付プハ iうりんk .:rlllっ
のに泊してい
たものと え オ工る I叩}、 で、必iつ i主iIi J てJ
ょう いもの し
ょう し7ニ b のお条がみ1文れる o 出のあ 者が うで いものに台配す とい 才守え
は;、
」L4一時- rFi ト プ{~11; ~-:h:! ，_I1I~ ヅ人か肢がペナお IW;ff;.:千:一つでilt め には そ'-ぎ
まな /)三 った と
みで dコ
のf;<)りて?し、/ f~lJ し は心配がなく、 と えられる点 う。し
かし、 IC めてき なし¥とし、うとIJ それ
Y~1tl立 オ 1 2'，主主主~'1，1二マエオミダ)ムj1 イコ あし¥のあり'H-"吋j反るき悲し、と、 y 
ら:/'Lてし、る
し いっ ので、ある。 人 に
の山 )f'~であ円~ ;!L u 、:! ひと は、娘のほ買うでの甲れからの生活 えて である
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えはfri!ぉAや婚家の人々にも
って文何者子いうことはなく、
ていた
母親Jで為う
たAは
えられる。例え
は当!時(
がA との
。??
おり〉進ん は立派な人だったjなど 治宝、 なかったことや天神人
も
それに求めら
た。
性たちにとって、
で、いた。そのよう
させることなく、かしろ
うになつ
ない立場にいた女
可能性をもはらん
おおむねこれま
おう、
に従っていくことになったとい
る。
有馬洋太郎 2011
治改善事業と
〈編〉日住らしの :.'l~シ合 戦後農村の
I y 
'-
i京言侶主召;祥之亮 20]日1「j農i山一幻Li一jば;
j活;舌5改菩;活古勤円…一づJI忠五仁牛中下ドl宣… (仕i寝)
しの平717
133-1 
古川弘文部。
近現代6，静|潟県。
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